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16世紀後半の本州中部～九州東部の一連の内陸地震はアムールプレートの東進みが引き起こしたの
か？
Did the east-ward migration of the Amur Plate cause the series of inland large earthquakes
from central Honshu to eastern Kyushu during late 16 th century ?
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16世紀末期には1586年天正地震と1596年慶長地震等の、連動型大規模内陸地震が日本弧の中西部で相次いで発
生した。これらの地震の発生場所はTamaki and Honza (1985)やTaira(2001)に示されたアムールプレートの南
東縁にあたる、中部地方の活断層群と四国～九州東部の中央構造線活断層系を起震断層としている。これらの
うち中部地方の起震断層群(庄川断層帯・阿寺断層帯・養老-桑名-四日市断層帯)を、アムールプレートの運動
方向(N80°E方向)に対して直交方向に投影すると、重なり合うことなく、かつほぼ隙間なく分布する。また、遠
田(2011)は、天正地震において1断層の活動に伴って他の断層に与える静的クーロン応力の変化が小さいことを
明らかにしている。以上の2点は、アムールプレートの東進運動が主要因となって慶長地震を含む16世紀末の一
連の大規模内陸地震が引き起こされたとする解釈を支持すると考えることができる。このことは、小松原
（2015）が考察したように本州中部がアムールプレート南東端部の幅広い変形帯となっており、そこではプ
レート境界地震に匹敵する総地震モーメントを放出する連動型の大規模地震が発生しうることを示唆するので
はないだろうか。 
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